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羽 生 市 立 村 君 小 学 校 ○終業式・始業式○終業式・始業式
第 ６ 号 ８月７日(金)の第１学期終業式から夏休みに入りまし

羽 生 市 堤 １ ０ ７ 番 地 ℡ ０ ４ ８ － ５ ６ ５ － ０ ２ ２ ３ た。今までと違い１６日間という短い夏休みでした。子供
たちの様子は、物足りなさが残っているようでしたが、み
んな元気に登校し、８月２４日(月)に始業式を行い、第２
学期が無事にスタートしました。感染症予防と暑さ対策の
ため、終業式と始業式は、各教室でテレビ・ＷＥＢ会議ツ
ールのｚｏｏｍを使った映像を見ながらの式となりまし
た。各教室とも画面に注目し、校長先生や代表児童のあい
さつ、校歌などを聞いたり、歌ったりしながら真剣に式に
参加していました。

○８月３日（月）引き渡し訓練○８月３日（月）引き渡し訓練
「大雨・落雷等により、児童を下校させられない」状況

を想定し、引き渡し訓練を実施しました。猛暑の中ではあ
りましたが、保護者の皆様の協力で児童全員を無事に引き
渡すことができました。ありがとうございました。
災害はいつどこで起こるかわかりません。普段から防災

への意識を高めておくことが大切です。９月１日は「防災
の日」でもあります。防災について、是非お子さんと一緒
に考える機会にしてほしいと思います。

○８月２５日（火）救急救命講習会○８月２５日（火）救急救命講習会
校内研修として、先生方を対象に救命

救急講習会を実施しました。羽生市消防
本部の職員の方から救命処置に必要な知
識と技術を丁寧に教えていただきました。
学校での有事に備え、心臓マッサージの

仕方やＡＥＤの操作方法を学び、実際の

場面を想定しながら実技を行いました。

真剣な取組によって身に付けた知識と技

術を今後に生かしていきたいです。

☆手洗い・うがい・消毒・マスク着用を徹底する。

☆３つの密(密閉・密集・密接)を避ける。

☆十分な睡眠、バランスのよい食事を心がける。

インフォメーション ９月行事予定

１ 火 朝会

２ 水 第２回避難訓練

スクールカウンセラー

来校

３ 木 おはよう運動

身体測定

４ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

５ 土
６ 日

７ 月 読書ﾀｲﾑ

８ 火 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

９ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

１０ 木 おはよう運動

登校指導・安全点検

歯科健診

１１ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

ｸﾗﾌﾞ⑤

１２ 土
１３ 日
１４ 月 読書ﾀｲﾑ

１５ 火 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

稲刈り体験(予定)

ＳＳＷ学校巡回訪問

１６ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

特別支援学級見学会

１７ 木 おはよう運動

１８ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

ｸﾗﾌﾞ⑥

１９ 土

２０ 日

２１ 月 敬老の日

２２ 火 秋分の日

２３ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

２４ 木 おはよう運動

２５ 金 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

２６ 土
２７ 日

２８ 月 読書ﾀｲﾑ

２９ 火 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

３０ 水 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ

スクールカウンセラー来校

人を笑顔にする算数「思いやり算」の行動や言葉で 校長 鳥海 一寿
短い夏休みが終わり、学校に子供たちの笑顔と元気な声が戻ってきました。休み中、病

気や大きな事故もなく、２学期を迎えられたことを大変うれしく思います。
２学期のスタートにあたり、始業式で「思いやり算」という話をしました。
これは、数年前（２０１３年頃）にＡＣジャパンのＣＭで流れていた内容です。覚えて

いる方もいるかもしれません。話の内容は次のとおりです。

先日、文部科学省から新型コロナウイルス感染症に関する差別・偏見の防止に向けて、
文部科学大臣メッセージが発表されました。子供たちへのメッセージには次のような文が
あります。「感染した人や症状のある人を責めるのではなく、思いやりの気持ちを持ち、
感染した人たちが早く治るように励まし、治って戻ってきたときには温かく迎えてほしい
と思います。もし、自分が感染したり症状があったりしたら、友達にはどうしてほしいか
ということを考えて行動してほしいと思います。」誰でも感染する可能性があるので、感
染者に対する差別や偏見、誹謗中傷を許さない気持ちを育てることが大切です。
そこで、このような時期だからこそ、子供たちが、日々の学習や生活の中で、より一層

思いやりのある行動ができることを願い「思いやり算」という話をしました。相手の立場
になり、考えて行動できる子供たちに育てていきたいと思います。
２学期も、感染症予防に努めるともに、工夫しながら教育活動を充実させてまいります。

保護者、地域の皆様にも、御理解と御協力をいただくようお願いします。

人を笑顔にする算数「思いやり算」という話をします。これは、何年か前にテレビ
のＣＭで流れていた話です。
＋（たす）は、「たすけあう」です。一人よりも二人、二人よりも三人、みんなで助

け合うと、大きな力になります。
－（ひく）は、「ひきうける」です。困っている人のちょっとしたことを、引き受

けることで、お互いに喜びを感じることができます。
×（かける）は、「声をかける」です。あいさつや、優しい言葉をかけることで、心

が一つになります。
÷（わる）は、「いたわる」です。いたわるとは、困っている人に思いやりの気持ち

で接することです。人をいたわると、相手の心が和み、笑顔が返ってきます。
ＣＭでは、バスを降りるおばあさんに女の人が手を貸して助ける。歩道橋の所で、

男の人がベビーカーを持つことを引き受ける。公園のベンチで泣いている女の子に女
の人が声をかける。雨で濡れている女の子に、男の子が、傘をさして、いたわる映像
が流れます。そして、最後に「それは、人を笑顔にする算数、思いやり算。
ほら、やさしいでしょ。」とナレーションが流れました。
「助けあう、引き受ける、声をかける、いたわる。」という小さな優しさ
が、人を笑顔にします。そして、人と人の心をつないでくれます。
困っている友達がいたら、助け合い、大変なときは引き受け、みんなで

声をかけ合い、人をいたわりながら、思いやり算の行動や言葉で、笑顔あ
ふれる学校にしていきましょう。


